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過去の反実仮定の
帰結を表すフランス語時制
曽 我 祐 典
0．は じ め に
周知のとおり，「事態 P があったとすれば事態 Q があったのだが」という
ような反実の条件 P と帰結 Q を表すとき，フランス語ではしばしば si P, Q
の構文の発話を用いる（1）。過去の反実仮定の場合，条件節 si P に用いる時制
が原則として大過去形のみであるのに対して，Q を表す帰結節（主節）に用
いる時制はより多様である。実際，文法書や研究文献はあまり指摘していない
ようだが，Q は過去の事態とはかぎらず現在・未来の事態のこともあり，そ
れぞれの場合に複数の時制の使用が観察される。
Q が現在・未来の事態の場合は，（01），（02）のように過去未来形（条件法
現在）または過去前未来形（条件法過去）で表す発話例が見られる（2）。
（01）S’il avait suivi les conseils de son père, il serait aujourd’hui
ébéniste, sérieusement établi.
（F. Giroud 2001, Portraits sans retouches 1945-1955, Folio, 56）
（02）S’il avait été pauvre, Jean Renoir ne serait probablement pas de-
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⑴ 条件節 si P は発話中で帰結節 Q に先行するとは限らないが，節の位置にかかわら
ず si P と Q から成る構文を「si P, Q」で示す。
⑵ 以下の発話例のうちで出典を記していないものは，インフォーマントの協力を得て
作成したものである。インフォーマントは三名で，とくに Olivier Birmann 氏
（関西学院大学）と Jean-Paul Honoré 氏（Univ. Paris-Est）からは長時間の面談
を通じて多くの示唆を得ることができた。
１０５
venu metteur en scène.（ibid., 231）
一方，Q が過去の事態の場合は，たいてい（03）のように過去前未来形で
表すが，ときに（04），（05）のように半過去形または大過去形で表すことも
ある。
（03）Si on avait eu le temps de bavarder avec Vivianne, elle vous en
aurait mieux parlé que moi.
（A. Wiazemsky 1996, Hymnes à l’amour, Folio, 171）
（04）Si dans l’arène du palais de justice de Paris, l’avocat général Ray-
mond Lindon（le père de l’éditeur）ne s’était acharné à la（＝
Pauline Dubuisson）détruire, tout était là pour que l’on s’aperçût
déjà que le crime était accidentel.
（L’Obs 2664 du 26 nov. au 2 déc. 2015, 126）
（05）Si Panisse avait coupé à cœur, César avait gagné.
（Riegel et al. 1994, 311）
このように，過去の反実仮定の帰結 Q を表すために用いる時制は過去未来
形・過去前未来形・半過去形・大過去形の四つだが，それぞれの使用のしくみ
については不明な点が少なくない。本稿では，インフォーマント調査にもとづ
いて，時制使用のしくみを明らかにすることをめざす。
1．過去スペースにかかわる時制と si P の大過去形
帰結 Q を表す四時制の基本的機能と過去の反実仮定の条件節 si P における
大過去形使用を確認しておこう。曽我（2015 b）でも述べたように，発話者
には発話時点を中心とする「現在スペース」にいるという意識があり，その意
識を保ったまま，なんらかのきっかけで，ある「過去スペース」を想起してそ
こにいる気持になることがあると考えられる。過去スペースにいる気持の発話
者が捉えるさまざまな事態を表すときに用いる時制は，事行のアスペクトが完
了か否かに左右される。本稿では，「完了」を事行の展開が開始から終了まで
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実現した段階について用い，「非完了」を完了以外のさまざまなアスペクト
（事行を展開中と捉える「未完了」，事行の開始から終了までの展開をひとまと
まりとりと捉える「総括」，事行の繰り返しを捉える「反復」など）をくくる
用語として用いる。
過去スペースにかかわる四時制の機能は図 1のように示すことができる。
過去スペースにいる気持の発話者は，過去スペースにある事態を表すとき，
事行が非完了であれば半過去形を，完了（図 1の過去スペース中の ）であ
れば大過去形を用いる（完了用法）。大過去形には，過去スペースより前の出
来事（アスペクトは「総括」。図 1の過去スペースの左の ）を表す先行用法
も認められる。大過去形の基本的機能は，過去スペースまでに完了した（開始
から終了までの全展開が実現した）事行を表すことだと言える。
発話者は，過去スペースから未来方向を展望して思い描く事態を表すとき，
事行が非完了であれば過去未来形を，完了であれば過去前未来形を用いる（図
1の過去スペースの右の ）。過去前未来形には，完了用法のほかに，過去未
来のある時点より前の出来事（事行のアスペクトは「総括」）を表す先行用法
も認められる（3）。過去前未来形の基本的機能は過去スペースから展望する過
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⑶ 先行用法の例として Je savais qu’elle arriverait à la faculté vers midi mais que
le cours se serait terminé un quart d’heure plus tôt. を示しておこう。発話者 ↗
図 1 過去スペースにかかわる時制の機能
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去未来のある時点までに完了する（全展開が実現する）事行を表すことだと言
える。
半過去形・大過去形は，時間的に現在スペースから多かれ少なかれ隔たって
いる事態を表す。発話者は，そのような半過去形・大過去形をモダリティ面で
P の現実からの距離を表すために，すなわち，なさそう（現実である蓋然性が
低い）または反実というモダリティを表すために条件節 si P において用いる
ことがある（4）。過去の反実仮定の場合は，si P に原則として大過去形を用い
るが，そのしくみは（06）のように示すことができる。
（06）発話者は，現在スペースにいるという意識を保ったまま，～P のある
過去スペースにいる気持になる。そして，～P と両立しない同時期の
P を思い描いて反実として仮定するとき，si P に大過去形を用いる。
2．現在・未来の帰結 Q を表す時制
過去の反実仮定の帰結 Q は，ときに現在・未来の事態のことがある。ここ
では，発話例の分析にもとづいて，その場合の時制使用のしくみを明らかにし
よう。
まず，（07）－（10）を見よう。これらの場合，発話者は，（06）に示したよ
うに過去の P を反実として仮定している。そして，その帰結として，現在・
未来の反実の Q を思い描いて過去未来形で表している。
（07）Si Emilie n’avait pas fait irruption à la fac, 307 ignorerait que je
suis marié et ma femme me croirait encore fidèle.（A. Bello 2010,
Enquête sur la disparition d’Emilie Brunet, Folio, 105）
（08）S’il avait suivi ses premières impulsions, il monterait aujourd’hui
des revues à grand spectacle. A quinze ans, il faisait l’école buis-
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↘ は，過去未来のある時点に先行する「講義が終わる」という出来事を過去前未来形
で表している。
⑷ 条件節における大過去形使用についての詳細は曽我（2016予定）を参照。
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sonnière au music-hall.
（F. Giroud 2001, Portraits sans retouches 1945-1955, Folio, 56）
（09）Si l’affaire de votre grand-père n’avait pas fait faillite sous l’occu-
pation allemande, votre famille serait toujours propriétaire de cet
immeuble.
（10）Si le paiement avait été effectué la semaine dernière, vous re-
cevriez la marchandise dès après-demain.
（07）の発話者は，「エミリー（＝妻）が大学に突然姿を現したりしない」
という過去の P の帰結が「307（＝307番の女子学生）が私に妻がいることを
知らないでいて，妻が私の貞節をまだ信じている」という現在の反実の Q だ
と推量している。（08），（09）の場合も同様で，発話者は，過去の P の帰結
が現在の反実の Q だと推量している。（10）の場合は，過去の P の帰結が
「あさってになり次第あなたが商品を受け取る」という未来の反実の Q だと推
量している。どの場合も，Q の事行は非完了（総括）である。
こんどは，（11）－（14）を見よう。発話者は，（06）に示したように過去の
P を反実として仮定し，P の帰結として現在・未来の反実の Q を思い描いて
過去前未来形で表している。
（11）S’il avait été pauvre, Jean Renoir ne serait probablement pas de-
venu metteur en scène.（＝02）
（12）S’ils ne s’étaient pas rencontrés sur les bancs du lycée, ils
n’auraient sûrement pas encore eu l’occasion de se connaître.
（13）Si j’avais commencé hier après-midi, j’aurais terminé dans une
heure au plus tard.
（14）Il est une heure et demie. S’ils avaient pris le train de huit heures
ce matin, ils seraient bien arrivés à deux heures, suffisamment
avant la cérémonie d’inauguration qui aura lieu au ministère.
（11）の場合，発話者は，P の帰結が「（おそらく）彼が映画監督になって
いない」という現在の反実の Q だと推量している。（12）の場合も同様で，
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発話者は，P の帰結が現在の反実の Q だと推量している。（13），（14）の場
合は，P の帰結が未来の反実の Q だと推量している。どの場合も，（07）－
（10）の場合とちがって，Q の事行は完了である。
（07）－（14）の発話者は，過去の現実の事態～P と両立しない同時期の P
を思い描き，反実として仮定すべく si P に大過去形を用いている。このよう
な場合，発話者は，過去の P のある場面（以下，「反実 P スペース」）にいる
気持になって P の帰結 Q を思い描くのが普通である。しかし，（07）－（14）
の発話者が P の帰結だと推量する Q は，現在・未来の事態である。というこ
とは，発話者は，過去の P を反実として仮定する操作とは独立に，現在スペ
ースにおいて帰結 Q を思い描いていることになる。
（07）－（14）の場合に P の帰結が現在・未来の Q だと推量する操作は，
（15）のような場合と変わらない。
（15）S’il avait de l’argent, il achèterait une Mercedes 560 SEL.
（Riegel et al. 1994, 310）
（15）のような場合に，P の帰結が Q だと推量して過去未来形・過去前未
来形で表す操作は，図 2のように示すことができる。
（07）－（14）の発話者は，現在の反実の P の帰結を表すときと同じように，
現在の反実の P がある反実 P スペースにいる気持になって未来方向を展望
図 2 現在・未来の Q
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し，P の帰結として Q を思いている。このように，過去の P を反実として仮
定する操作とは独立に，現在・未来の Q を思い描いて表すしくみは，（16）
のように示すことができるだろう。
（16）発話者は，現在スペースにいるという意識を保ったまま，過去の反実
の P の帰結が現在・未来の反実の Q だと推量する。すなわち，現在
の反実の P の帰結を表すときと同じように，現在の反実 P スペース
から未来方向を展望するようにして Q を思い描く。そして，事行が非
完了か完了かに応じて過去未来形または過去前未来形で表す。
過去未来形・過去前未来形の使用は，次のように説明できるだろう。両時制
は，図 1に即して述べたように，過去スペースから未来方向を展望して思い
描く事行を表すことを基本的機能としている。すなわち，過去スペースにいる
気持になって，そこから展望する過去未来という，現在スペースから遠く隔た
った時期の事行を表すという機能から，事態が現実から遠く隔たっているとい
う反実のモダリティを表す適性をそなえることになる。こうして，両時制とも
現在・未来の反実の Q の表現に適合することになり，発話者は事行が非完了
か完了かに応じて使い分けるのである。
3．過去の帰結 Q と過去前未来形
言語実態の観察から，過去の反実仮定の帰結 Q はたいてい過去の事態で，
過去前未来形で表すことが多いと言える。ここでは，そのしくみを明らかにし
よう。
まず，（17）－（25）を見よう。発話者は，（06）に示したように過去の P を
反実として仮定している。そして，その P の帰結として，過去の反実の Q を
思い描き，それを過去前未来形で表している。
（17）S’il y avait eu un baccalauréat au mois de juin, je l’aurais raté.
（A. Wiazemsky 2007, Jeune fille, 30）
（18）Si l’inconnu n’avait pas téléphoné, il aurait oublié pour toujours la
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perte de ce carnet.（P. Modiano 2014, Pour que tu ne te perdes pas
dans le quartier, Gallimard, 13）
（19）Si on avait eu le temps de bavarder avec Vivianne, elle vous en
aurait mieux parlé que moi.（＝03）
（20）Si l’hélicoptère était tombé dessus, le hangar se serait effondré.
（21）Si mes parents avaient été moins âgés, on aurait pu dire que
c’était le leur［＝leur enfant］.
（H. Grémillon 2010, Le confident, Folio, 85）
（22）Si elle avait parlé, si elles s’étaient parlé, leur vie aurait-elle été
différente ?
（D. de Vigan 2011, Rien ne s’oppose à la nuit, JC Lattès, 247）
（23）Si Panisse avait coupé à cœur, César aurait gagné.
（Riegel et al. 1994, 311）
（24）Si elle avait présenté le contrat à ce moment-là, elle aurait em-
porté l’affaire.
（25）Si j’avais été là, il ne serait pas mort.
（D. de Vigan 2011, Rien ne s’oppose à la nuit, LC Lattès, 45）
（17）の場合，発話者は，「六月にバカロレアがある」という過去の P の帰
結が「私が不合格になる」という過去の反実の Q だと推量している。（18）－
（25）の場合も同様で，発話者は，P の帰結が過去の反実の Q だと推量して
いる。どの場合も，Q の事行は非完了（総括）である。
こんどは，（26），（27）を見よう。発話者が過去の P を反実として仮定し
ているのは（17）－（25）と同じである。そして，その P の帰結として，過去
の反実の Q を思い描いて過去前未来形で表しているのも（17）－（25）と同じ
である。
（26）Si ce témoin n’avait pas arrêté l’hémorragie, elle serait déjà morte.
（27）Si le vent n’avait pas tourné, j’aurais perdu ma maison avant
même l’intervention des pompiers
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（26），（27）の場合，発話者は，P の帰結がそれぞれ「すでに彼女が死んで
いる」，「消防士の到着前にもう私が家を失っている」という過去の反実の Q
だと推量している。Q の事行は，（26）では「死んでいる」，（27）では「失っ
ている」で，どちらの場合も完了であり，この点で，（17）－（25）と異なって
いる。
（17）－（27）の場合，Q は，発話者が過去の反実の P の帰結だと推量する
過去の反実の事態である。そのような Q を過去前未来形で表すしくみは
（28）と図 3のように示すことができるだろう。
（28）発話者は，過去の反実 P スペースにいる気持になって，P の帰結が Q
（事行は非完了・完了）だと推量し，過去前未来形で表す。
過去の反実の Q の表現に過去前未来形を用いることは，どのように説明で
きるだろうか。Q は，現在スペースにいる発話者にとって現実からきわめて
遠い事態である。それを表すために用いる時制は，反実のモダリティを表す適
性をそなえていなければならない。Q は推量の対象だから，過去の確定的な
事態を表すことを基本的機能とする半過去形・大過去形は適格でない。過去未
来形は，図 1に即して述べたように，過去スペースから未来方向を展望して
思い描く「ありそうな事態」（現実である蓋然性がある程度以上の事態）を表
すのが基本的機能だから，反実のモダリティを現在・未来の事態について表す
図 3 反実 P スペースから推量する Q
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ことはできても，過去の事態について表すことはできない。それに対して，過
去前未来形は，過去スペースから展望する過去未来のある時点から過去方向に
遡った時点の出来事を表す先行用法をもっていて，時間的に現在スペースから
きわめて遠い時点の事態を表しうる時制であり，「現実からきわめて遠い」と
いうモダリティを表す適性をそなえている。それで，反実 P スペースから思
い描く反実の Q を表すことができるのである。
このように，用いうる時制が過去前未来形だけであるために，Q の事行が
非完了か完了かというアスペクト面の区別を時制によって表示することはでき
ない。（17）－（27）の場合も，過去の反実の Q を表すために過去前未来形を
用いていて，事行が非完了か完了かという区別は表していない。ということ
は，事行が非完了の Q の発話例として示した（17）－（25）の一部（たとえば
（23）－（25））は，発話者と相手の共有知識，対話場面の諸要素，先行文脈な
どによっては事行が完了の Q の発話としても用いうるということである。
発話者としては，Q の事行が完了であることを伝えるには，（26），（27）の
ように先行文脈や副詞句などを工夫するほかない。もっとも，Q は過去の反
実という，現在スペースからきわめて遠い事態であり，Q の生起の有無を問
題にすることはあっても，事行が完了であることまで伝えようとすることはあ
まりないと考えられる。実際，Q の事行が完了であることが明らかな（26），
（27）のような発話例はまれだと考えられる。
4．過去の帰結 Q と半過去形・大過去形
すでに述べたように，過去の反実仮定の帰結 Q は，たいてい過去前未来形
で表すがときに半過去形または大過去形で表すことがある。ここでは，両時制
を用いるしくみと動機を明らかにしよう。
4.1. 過去の帰結 Q を半過去形で表すしくみ
（17′）－（25′）は，事行が非完了の Q の発話例として示した（17）－（25）の
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過去前未来形を半過去形に変えたものである。発話者が半過去形を用いるの
は，（06）に示したように過去の P を反実として仮定し，過去の反実 P スペ
ースにいる気持になって P の帰結としてそこにある Q を思い描く場合だと考
えられる。インフォーマントは，（17′）－（25′）のどれも容認する。ただし，
（22′）については，一人が容認するのをためらった（5）。
（17′）S’il y avait eu un baccalauréat au mois de juin, je le ratais.
（18′）Si l’inconnu n’avait pas téléphoné, il oubliait pour toujours la
perte de ce carnet.
（19′）Si on avait eu le temps de bavarder avec Vivianne, elle vous en
parlait mieux que moi.
（20′）Si l’hélicoptère était tombé dessus, le hangar s’effondrait.
（21′）Si mes parents avaient été moins âgés, on pouvait dire que c’était
le leur［＝leur enfant］.
（22′）（?）Si elle avait parlé, si elles s’étaient parlé, leur vie était-elle
différente ?
（23′）Si Panisse avait coupé à cœur, César gagnait.
（24′）Si elle avait présenté le contrat à ce moment-là, elle emportait l’af-
faire.
（25′）Si j’avais été là, il ne mourait pas.
（17′）の場合，発話者は，「六月にバカロレアがある」という P のある過去
の反実 P スペースにいる気持になって，P の帰結がそこにある「私が不合格
になる」という Q だと確信している。（18′）－（25′）の場合も同様で，発話者
は，過去の反実 P スペースにいる気持になって，P の帰結がそこにある Q だ
と確信している。
論理的に P は条件（前件 protase）で Q は帰結（後件 apodose）だから，
時間的に Q は P より後の事態のことも多いはずである。しかし，（17′）－
────────────
⑸ 反実 P スペースに「彼女たちの人生が別のものである」という Q がある，つま
り，Q が P と同一場面にあると捉えることにやや抵抗を感じるためであるようだ。
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（25′）のどの場合も，発話者は Q を（ときにやや強引に）P と同時と見なせ
る，反実 P スペースにある事態として表している。発話者があえてそのよう
に表現するにはなんらかの動機があるはずである。それについては，4.3. で論
じることにしよう。事行が非完了の Q を「反実 P スペースにある事態として
表す」ことは，図 1に即して見た「過去スペースにある事態を表すとき，事
行が非完了であれば半過去形を用いる」ことにほかならない（6）。（17′）－（25′）
の Q を半過去形で表すのは自然なことである。
以上のことから，（17′）－（25′）のような場合に Q を表すしくみは（29）の
ように示すことができる。
（29）発話者は，過去の反実 P スペースにいる気持になって，P の帰結がそ
こにある Q（事行は非完了）だと確信し，半過去形で表す。
Q は，現在スペースにいる発話者にとって反実の事態だが，反実 P スペー
スにおいて捉えれば現実感のある確定的な事態である。過去の事態について確
定のモダリティを表す適性をそなえている時制は半過去形と大過去形である。
このように両時制ともに使用可能だから，Q の事行が非完了と完了のどちら
であるかというアスペクト面での区別を表すべく，発話者は前者の場合に半過
去形を用いると説明できる。
4.2. 過去の帰結 Q を大過去形で表すしくみ
発話者が帰結 Q を大過去形で表すのは，半過去形の場合と同じように，過
去の反実 P スペースにいる気持になって，P の帰結がそこにある Q だと確信
するときだと考えられる。半過去形の場合とのちがいは Q の事行が完了であ
ることに求められる。もっとも，3の終わりに述べたように，過去の反実の P
の確実な帰結として表すのが事行が完了の Q であることはあまりないと考え
られる。実際，Q の事行が非完了の（17′）－（22′）の半過去形を大過去形に変
えて事行が完了の Q を表すようにした（17″）－（22″）について判断を求める
────────────
⑹ 筆者は，過去の反実 P スペースもひとつの過去スペースにほかならないと考えて
いる。これについては別の機会に論じる。
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と，インフォーマントはどれも容認しない（7）。
（17″）?? S’il y avait eu un baccalauréat au mois de juin, je l’avais raté.
（18″）?? Si l’inconnu n’avait pas téléphoné, il avait oublié pour toujours
la perte de ce carnet.
（19″）?? Si on avait eu le temps de bavarder avec Vivianne, elle vous en
avait mieux parlé que moi.
（20″）?? Si l’hélicoptère était tombé dessus, le hangar s’était effondré.
（21″）?? Si mes parents avaient été moins âgés, on avait pu dire que
c’était le leur［＝leur enfant］.
（22″）?? Si elle avait parlé, si elles s’étaient parlé, leur vie avait-elle été
différente ?
（17″）－（22″）の容認度が低いのはなぜだろうか。それは，反実 P スペース
に Q が確実にあるという発話内容がナンセンスだからだと考えられる。実際，
（17″）の場合は「六月にバカロレアがあった」場面にすでに「私が不合格にな
っている」という Q があり，（18″）の場合は「知らない男が電話してこなか
った」場面にすでに「彼がその手帳の紛失を永遠に忘れてしまっている」とい
う Q があり，（19″）の場合は「ヴィヴィアンヌとおしゃべりする時間があっ
た」場面にすでに「話してしまっている」という Q があることになってしま
う。（20″）－（22″）の場合も，P のある場面にすでに Q があるというナンセン
スな話になってしまう。
もちろん，過去の反実の P の確実な帰結として事行が完了の Q を思い描く
ことがないわけではない。たとえば，事行が完了の Q の発話例として示した
（26），（27）の過去前未来形を（26′），（27′）のように大過去形に変えてみよ
う。どちらも，インフォーマントは問題なく容認する。
────────────
⑺ ただし，（17″），（18″）については，それぞれ Et je me retrouvais avec l’obliga-
tion de passer tout l’été à préparer la session de septembre や et il n’aurait ja-
mais pu faire son enquête のような適切な後行文脈が考えられる場合は（大過去
形で表す完了段階の事行を踏まえて話をつづけることが自然であるような場合
は），容認度が高まるようだ。興味深いことだが，本稿ではこれ以上論じない。
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（26′）Si ce témoin n’avait pas arrêté l’hémorragie, elle était déjà morte.
（27′）Si le vent n’avait pas tourné, j’avais perdu ma maison avant même
l’intervention des pompiers.
（26′），（27′）の発話者は，それぞれ「その目撃者が止血してくれない」，
「風向きが変わらない」という P のある過去の反実 P スペースにいる気持に
なって，P の帰結がそこにある「（すでに）彼女が死んでいる」，「（消防士の到
着前にも）私が家を失っている」という Q だと言っている。そのような発話
内容にはまったく問題ない。
こんどは，Q の事行が非完了の（23′）－（25′）の半過去形を大過去形に変え
て事行が完了の Q を表すようにした（23″）－（25″）を見てみよう。インフォ
ーマントはどれも容認する。
（23″）Si Panisse avait coupé à cœur, César avait gagné.（＝05）
（24″）Si elle avait présenté le contrat à ce moment-là, elle avait emporté
l’affaire.
（25″）Si j’avais été là, il n’était pas mort.
（23″）－（25″）が容認される理由を考えよう。発話者は，（23″）の場合は
「パニスがハートに切り札を使った」場面にすでに「セザールが勝っている」
という Q があり，（24″）の場合は「彼女が契約書をそのとき提示した」場面
にすでに「彼女が契約成立を勝ちとっている」という Q があり，（25″）の場
合は「自分がそこにいた」場面にまだ「彼が死亡していない」という Q があ
ると言っている。反実 P スペースにそのような Q があるという発話内容には
いくらか無理がありそうだが，発話者は（やや強引に）Q を P とつながって
反実 P スペースにある事態として表している。発話者があえてそのように表
現するにはなんらかの動機があるはずで，それについては 4.3. で論じること
にしよう。
以上のことから，（26′），（27′）と（23″）－（25″）のような場合に Q を表す
しくみは（30）のようなものであることになる。
（30）発話者は，過去の反実 P スペースにいる気持になって，P の帰結がそ
１１８ 過去の反実仮定の帰結を表すフランス語時制
こにある Q（事行は完了）だと確信し，大過去形で表す。
4.3. 半過去形・大過去形を用いる動機
過去の反実の P の帰結 Q を半過去形・大過去形で表すことは，Q を反実 P
スペースにある事態として表すことである。4.1. と 4.2. で見たように，発話
者は，反実 P スペースにいる気持になって，Q が確実にそこにあるとやや強
引に言っている。そのように表現する動機は，次のようなものだと考えられ
る。すなわち，P があればその場面に確実に Q がある（同じ場面で P に Q
が確実につながる）ことを打ち出し，相手が反実 P スペースにおいて Q に立
ち会っているような気持になるように，臨場感を出すことである。
このような考えを支持すると思われる事例を見よう。大過去形を用いる
（27′a）を上で述べたようにインフォーマントは容認するが，（27′b）の方が
なお自然だと言う。
（27′）a. Si le vent n’avait pas tourné, j’avais perdu ma maison avant
même l’intervention des pompiers.（＝27′）
b. Si le vent n’avait pas tourné, j’avais perdu ma maison, c’était
sûr.
インフォーマントによれば，（27′b）の方が反実 P スペースにおいて「私
が家を失っている」という Q に立ち会っているような感じがする，つまり，
より臨場感があると言う。そのことに，後行文脈の c’était sûr という Q の評
価の表現が貢献していると考えられる。
（27′b）からはややくだけた口頭表現の印象を受けるが，インフォーマント
によれば，（17′）－（25′）のような半過去形の発話や（26′），（27′），（23″）－
（25″）のような大過去形の発話は，一般に口頭表現，とくにリラックスした場
面における口頭表現に多いようだ。そのことは，臨場感を出すという動機によ
って説明できるだろう。もちろん，両時制の使用は口頭表現やくだけた文体に
かぎるわけではない。（31）のような発話例も見られるのである。
（31）Si dans l’arène du palais de justice de Paris, l’avocat général Ray-
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mond Lindon（le père de l’éditeur）ne s’était acharné à la（＝
Pauline Dubuisson）détruire, tout était là pour que l’on s’aperçût
déjà que le crime était accidentel.（＝04）
（31）の発話者（記事の執筆者）は，「法廷で次席検事がやっきになって被
告をやっつけることをしない」という P のある過去の反実 P スペースに
「人々が殺人ではなく事故だったことに気づくだけの材料がそろっている」と
いう Q が確実にあることを半過去形で表すことによって，相手（読者）が反
実 P スペースにおいて Q に立ち会っている気持になるように臨場感のある表
現をしていると言える。
臨場感という表現効果から連想されるものに，渡邊（2014, 42）が「切迫」
のニュアンスがあるとする，半過去形のいわゆる「間一髪 imminence contre-
carrée」の用法がある。本稿で扱っている si P, Q の構文とは異なるが，（32）
のような発話例について簡単に触れておこう。
（32）（映画の撮影中に男が少女を強打したことについてスタッフが監督に
抗議する）
Un peu plus et cette brute lui dévissait la tête !
（A. Wiazemsky, Jeune fille, 153）
渡邊（2014, 39-53, 90-91）は，「間一髪の半過去形」の発話例として，
（33），（34）ほかさまざまなものを示している。
（33）Une minute de plus, le train déraillait.
「あと 1分で，列車は脱線していた」
（Riegel et al. 1994, 309, in 渡邊 2014, 39）
（34）Sans vous, je m’ennuyais.
「あなたがいなければ，私は退屈していたでしょう」
（Le Goffic 1986, 64, in 渡邊 2014, 39）
渡邊は，このような半過去形について，「事態が成立の過程にあったことを
示す未完了アスペクトが前面に出て」いると述べている（p.90）。しかし，筆
者の立場は井元（2010, 212-224）に近く，（32）－（34）のような発話の意味
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構造は過去の反実の条件・帰結を表す（31）や（17′）－（25′）と同様だと考え
る。すなわち，（32）－（34）では，それぞれ「殴りかたがもう少し強かったと
すれば」，「あと 1分たっていたとすれば」，「あなたがいなかったとすれば」
という過去の反実の P の帰結が「そのケダモノが彼女の頭を外す」，「列車が
脱線する」，「私が退屈する」という過去の Q だと言っている。Q が反実であ
るのは，反実の P の帰結だからである。つまり，反実 P スペースという架空
の場面にあるものとして思い描く事態だからである。「頭を外す」，「脱線す
る」，「退屈する」という事行は非完了だが，「未完了」（展開中）ではなく「総
括」（開始から終了までの展開をひとまとまりと捉えるアスペクト）である。
「間一髪の半過去形」については，本稿ではこれでとどめておく。
5．お わ り に
本稿では，インフォーマント調査にもとづいて，過去の反実仮定の帰結 Q
を表すための時制使用のしくみを明らかにすることをめざした。
まず，過去の反実仮定の条件 P であるが，発話者は（35）のようにして仮
定すると考えられる。
（35）過去の反実の P：大過去形
発話者は，現在スペースにいるという意識を保ったまま，～P のある
過去スペースにいる気持になる。そして，～P と両立しない同時期の
P を思い描いて反実として仮定するとき，si P に大過去形を用いる。
（＝06）
（35）のようにして仮定した過去の反実の P の帰結として発話者が思い描く
Q は，たいていは過去の事態だが，ときに現在・未来の事態のこともある。
現在・未来の Q を表すしくみは（36）のように示すことができる。
（36）現在・未来の Q：過去未来形・過去前未来形
発話者は，現在スペースにいるという意識を保ったまま，過去の反実
の P の帰結が現在・未来の反実の Q だと推量する。すなわち，現在
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の反実の P の帰結を表すときと同じように，現在の反実 P スペース
から未来方向を展望するようにして Q を思い描く。そして，事行が非
完了か完了かに応じて過去未来形または過去前未来形で表す。（＝16）
過去の Q の場合は，Q が推量の対象か確信の対象かによって用いる時制が
異なる。それは，（37 a, b）のように示すことができる。
（37）過去の Q
a. Q が推量の対象：過去前未来形
発話者は，過去の反実 P スペースにいる気持になって，P の帰結
が Q（事行は非完了・完了）だと推量し，過去前未来形で表す。
（＝28）
b. Q が確信の対象：半過去形・大過去形
発話者は，過去の反実 P スペースにいる気持になって，P の帰結
がそこにある Q だと確信し，事行が非完了か完了かに応じて半過
去形または大過去形で表す。（＝29, 30）
発話者は，過去の Q を，たいてい（37 a）のように推量の対象で不確実な
事態として表す。しかし，ときに（37 b）のように，確信の対象で確実な事態
として表すが，そのときは臨場感という表現効果をねらっている。
本稿では，考察対象を過去の反実仮定の帰結にかぎった。接続詞 si の機能
や仮定表現に関しては，不明な点が少なからず残されている。それらを解明す
ることが今後の課題である。
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